
　インタビュー　松村 満美子 

　腎臓内科医の村上穣さんは子供のころから腎臓が悪く、それがもとで 36 年間の人生で何度
か挫折や葛藤に苦しめられました。5 年前にお母さまから提供を受け腎臓移植を受けてから
は、医師という仕事と自分の病気との葛藤はより強くなりました。それが「移植の啓発」とい
う生きがいを見つけ、今までのさまざまな悩みとやっと折り合いをつけることができたといい
ます。今が人生でいちばん幸せという村上さんを、佐久総合病院にお訪ねして話を伺いました。

少しでも透析患者さんが移植を受けられる、
そういった世の中にしていきたい

長年腎臓が悪く、透析
に入らず腎移植をなさったそ
うですね。

はい、5 年前に母から
腎臓の提供を受け移植をしま
した。
腎臓が悪くなったのはいつか
らですか？　
　小学校 2 年生のときです。
学校検診で尿に蛋白と鮮血が
でているといわれ、調べたら
膀胱から腎臓に尿が逆流して
しまう病気でした。逆流を止

める手術をしたんですが、そ
のときはもう腎臓の働きが半
分くらいになっていました。
それからずっと治療をしてい
らしたのですか？　
　はい、母が低たんぱく食を
作ってくれました。　
給食はどうしてたのですか？　　　　　　　　　　　　　
　毎日、お弁当を持っていき
ました。みんなが給食を食べ
てるのをうらやましいなぁと
いつも思っていました。
お母さまも大変でしたね。　
　食事は家族とは別に用意し
てくれ、その頃は今のように
レンジでチンできる低たんぱ

く米はなかったので、家族用
の大きな炊飯器とは別に私用
の 2 合炊きの炊飯器があり、
それでデンプン米を炊いてく
れていました。肉も魚もほか
の人より小さくて、いつも悲
しかったのを覚えています。
　そんな小さいときで、病気
のことは理解できましたか？
　まだ病気を理解することは
できない年齢でしたから、給
食が食べられない、体育を見
学しなくてはいけない、学校
が終わっても友達と遊べない
というのは、子供心にかなり
辛かったです。
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腎臓病だったから
医師を志しました
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7 才で腎不全になり
医師を志し腎臓内科医に。
腎臓移植をしても
悩みは深くなるばかりだったのが
今、ようやく生きがいを見つけました

村  上     穣 さん

2



りたいと思って、実績がある
佐久総合病院で研修を受けた
んです。　
それはどうしてですか？
　自分が悩んだ時期があった
ので、病気だけを診るような
医者にはなりたくないと思っ
たんです。「検査結果がいい
から順調です」というのはも
ちろん正しいのですが、それ
だけではなくて、患者さんの
背景とか深いところを考えて
医療ができる医師になりたい
と思い、それなら地域の医療
で患者さんの家を訪問して生
活にあった医療を提供できる
医師になろうと思いました。　　　
それがいつから腎臓内科医に
変わったんですか？　
　研修が終わり専攻を選ぶと
きに、やはり自分は腎臓が悪
いので、地域医療もやりたい
けど、腎臓内科だったら自分
自身で分かっていることも多
いと思い変更しました。
現在のように透析患者さんが
増えると、地域医療と腎臓内
科というのは随分リンクしま
すね。
　そうなんです、たとえば高
齢の方が腎臓が悪くなって入
院したりすると、どうすれば
自宅に帰れるか、透析のため

腎臓内科医になったのは、や
はりご自身が腎臓が悪かった
からですか？　
　はい、この病気がなければ
医師を志すことはなかったの
ではないかと思います。　

実際に医師になる勉強をし
て、ご自分の病気についてな
にか変わりましたか？　
　実は医学部に入りいろいろ
と勉強していくなかで、腎臓
が悪くなるとどうなるかを知
り、絶望して挫折しそうにな
りました。「将来、透析にな
る」というのはいわれていま
したが、透析になるとどうな
るかということを具体的に理
解するようになり、「自分は
長く生きられないのではない
か、病気の体でこの仕事を続
けられるのだろうか」と不安
を感じずいぶん悩みました。　
それでも諦めなかったのはな
ぜですか？　
　半年くらい悩みましたが、
そのときは時間が自然に解決
していってくれました。
そうですか、それで腎臓内科
医を目指したんですね。
　いえ、最初は地域医療をや

患者さんの生活にあった
医療を提供したい

1979 年生まれ、36 歳。7 才で腎臓病保存期となり食事療法などの
治療を開始。病気を持っていることから医師を志し、東京慈恵会医科
大学を卒業、現在は佐久総合病院に腎臓内科医として勤務。医師であ
り患者であることでさまざまな葛藤に苦しむが、現在は腎不全患者
だからできる「移植の啓発」活動に携わることで生きがいを見出す。
2007 年に結婚。2 人の男の子の父親でもある。

村 上  穣 さん

週 3 回通院してくるか、も
しくは腹膜透析で暮らしてい
くか、やはり腎臓内科医の仕
事だけでなく、患者さんが家
に帰って今までと同じような
生活を送れるようにするには
どうやって支援していくか、
そういったところまでやって
いく必要があるんです。

　
最近は「移植の啓発」につい
て研究しておられるとか ?
　はい、私は移植をしたら腎
機能も回復して、精神的にも
元気になれると思っていたん
ですけど、それがまったく
違っていて、さまざまな葛藤
に悩まされることになったん
です。
それはどんなことですか？
　ひとつは腎臓内科医であり
ながら、健康な母親から腎臓
を提供してもらったというこ
とに対して、
お母さまを傷つけてね　
　はい、しかもドナーになっ
てくれた母は腎臓がひとつ
になって慢性腎臓病になっ
てしまったら、それならば
自分が透析をして生活した
方がいいのではないかとも
考えました。

「移植の啓発」に
立ち位置を見つける
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　とても 7 才から腎臓が悪く治療食で育った方とは思えないほど背が高く、
お母さまの深い愛情を感じました。そのお母さまから腎臓をいただいたことで
悩んだり、気づかったり、優しいお人柄がにじみでていました。今では腎不全
患者である自分にしかできない活動をなさっていて、とても生き生きしてらっ
しゃいました。毎日の診療でもご自身の病気があるからこそ患者さんの心によ
りそって診ておられるのでしょう。患者であり医師である村上先生ならではの
今後のご活躍を期待しています。

インタビューを終えて・・・・・・・・

それは難しい選択でしたね。
ほかの葛藤というのは？
　移植したあとで腎臓内科医
として患者さんを診ている
と、移植をしたくても受けら
れないで透析をしている患者
さんがむしろたくさんいるわ
けです。自分だけ移植を受け
て元気になって、ほかの患者
さんは一生懸命透析を受けて
いるということで、とても後
ろめたい気持ちになり、大き
く落ち込んでしまいました。
それは、お医者さまだからこ
その悩みですね。どうやって
立ち直ったんですか？　
　ゆっくり考える時間がある
と落ち込むので、忙しくして
紛らわす、仕事に夢中になっ
て打ち込むことによって、悩
む時間をできるだけ短くする
ようにしました。
それで完全にふっきれました？　
　いえ、実はそのあと大学院
に入って臨床研究の勉強をし
たのですが、そのときに薬害
エイズの患者さんの講義を聴
き、やはり患者さんの言葉に
はすごく重みがある、違うな
と感じたんですね。それから
しばらく考えて、それだった

ら自分自身が腎不全の患者と
して、移植を受けた腎臓内科
医として、何かできるのでは
ないかと思い、大学院の研究
テーマを「移植の啓発」に変
えて修士論文を書きました。
研究ではどのようなことをし
ているのですか？
　 現 在 は 年 に 1 回、 母 校 の
慈恵医大で臓器提供について
考えてもらう講義をさせても
らっています。学生さんに協
力してもらって、私の話を聞
くことでどんな変化があった
のかを研究しています。
それは村上先生でなければで
きない研究ですね。それで結
果はどうですか？
　実はなかなか大変なんです。
話を聞いて臓器提供の意思表
示をしてくれたのは８％で、
海外の研究では 20％、30％は
当たり前なんですが、日本は
なかなか難しいと思いました。
そうですか、臓器提供の意思
表 示 を し て い る 人 も や っ と
12％ですものね。
　そうなんです。それでも講
義の感想に「私も意思表示を
しました」と書いてあったり
すると、話して良かったと感

じます。まだまだこれからで
すけど、「移植の啓発」に自分
自身が携わることで、私自身
は生きがいを見つけたと思え
るようになりました。
ご自分の立ち位置を見つけら
れたんですね。　
　腎臓病だと分かった 7 歳
のときから何度も精神的な壁
に突き当たりました。それが
ようやく自分がやるべきこと
を見つけ、それによって救わ
れたというか、これまでのす
べてを受容することができ、
今、一番幸せを感じています。　
ほかの腎臓内科医の先生では
できないことですものね。
　はい、だからこそ、少しで
も透析患者さんが移植を受け
られる、そういった世の中に
していきたいという気持ちで
取り組んでいます。
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